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3-2-4 施工計画 

本計画の事務管理はMLGHが担当し、技術的な事項は LCC技術局が担当する。従って、2

国間で合意した無償資金協力に係る事務的協力、調整、準備などの業務はMLGHが実施する。

また、LCC技術局は、本計画の技術面の管理、監督を行い、完成後の維持管理についても LCC

が実施する。 

本計画実施に際しMLGHは、JICAによる事業化調査に参加し、業務内容を熟知している日

本のコンサルタントとの間で契約を結び、コンサルタントは無償資金協力事業におけるコン

サルタントの役割を十分理解し、以下の役務を遂行する。 

－ 入札書類の作成 

－ 業者資格審査および入札･契約に関わる補助業務 

－ 施工監理業務 

施工は日本政府の無償資金協力の制度に従って選定された日本の建設業者が行い、効率的か

つ適切に資機材を調達し作業工程にしたがって建設工事を行うものとする。 

 

3-2-4-1 施工方針 

(1) 実施方針 

本計画は日本国の無償資金協力の枠組みで実施される事を想定して、施工方針として下

記事項を考慮する。 

－ 雇用機会の創出、技術移転の促進、地域経済の活性化に資するため、現地に於ける

労務者、資機材を最大限に活用する。 

－ 本計画が出来るだけ円滑に運ぶように MLGH 及び LCC、コンサルタント、建設業

者間に緊密な連絡体制を確立する。 

－ 現場の降雨形態、資機材調達に必要な期間、適切な施工方法の採用等を考慮し現実

的な施工計画を立案する。 

－ ルサカ市役所との連帯を密にした施工管理体制の計画を立案する。 

－ 日本の建設業者が請負契約により施設の建設と機材の調達を行う。 

－ 建設業者はルサカ市より無償で提供を受けた敷地にキャンプヤードを建設し、工事

を実施する。 

－ 工事に支障となる公共施設物の移設･撤去は工事着手前にルサカ市が行う。 

－ 地元住民、関連施設の管理者との調整はコンサルタント、建設業者の協力を得てル

サカ市が行う。 

－ 建設業者は完了した道路ごとにルサカ市に引き渡し交通に供する。引き渡し後の維

持管理はルサカ市が行う。 

－ 計画地においては、雨期と乾期の時期が明瞭である。雨期における土工事は手戻り

工事となる可能性が高いため、極力乾期に施工するように工程計画を策定する。 
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－ 第二次ルサカ市道路網整備計画の教訓より、今回の対象路線沿線の住民に対し十分

な安全対策・環境配慮を行う。 

 

(2) 日本人技能者及び技術者派遣 

ザンビア共和国は人口が 2002年現在 1,020万人と比較的少ないこと、就学率が低いこと

などから、高度な熟練労働者の数が少ない。企業の管理職･専門家はほとんどインド・スリ

ランカ系あるいは南アフリカまたはヨーロッパからの白人で占められている。工事におい

ても、一般労務はザンビア人が担い、現場監督やオペレーターなどの専門職のほとんどは

インド・スリランカ系、南アフリカまたはヨーロッパ系の白人が占める二層構造となって

いる。 

従って、本計画のように一般的な土木及び舗装工事の場合、日本からの専門熟練技能者

の派遣は基本的に必要としない。しかしながら、工事の成否に大きな部分を占めるアスフ

ァルトプラントの運営と維持管理にあたる要員及び、土工事、舗装工事における現場監督

並びに材料及び工事成果に対する品質管理要員については日本人技術者を派遣する。 
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3-2-4-2 施工上の留意事項 

本計画の建設に当たっては、労働条件、社会環境、現場条件及び資機材の調達事情等か

ら、以下の点に留意する。 

 

(1)  労働基準の尊重 

建設業者はザンビア共和国の労働基準法に遵守し、労働者の雇用を図る。 

ザンビア国の労働法には、下記の事項等の義務が規定されている。また補足事項が発生

した場合官報に報告される。 

－ 基礎労働時間 ： 週 45時間と規程する。 

－ 残業手当 ： 週 45時間以上働いた場合、時間給×1.5倍 

日祝日働いた場合、時間給×2.0倍を支払う。 

－ 交通費、住宅手当 ： 適切な交通費、住宅手当を支払う。 

－ 有給休暇 ： 月 2日、年間 24日与える。使用しない場合買取りを行う。 

－ 退職金 ： 勤務月×45時間分給与を支払う。 

－ 産休制度 ： 3年に一度最大 90日与える。ただし、医師の証明があれば

最大 3ヶ月まで与える。 

－ 納税義務 ： 現地労働者は、所得税を支払う。 

－ 年金制度 ： 掛け金は労働者 50％、雇用者 50％の負担率となる。 

 

(2)  工事期間中の環境保全 

現状の環境保全を前提に土取場開発、残土処理、盛土工事、舗装工事等の開発行為で発

生する粉塵、濁水などの公害要因について、ザンビア国または日本国に存在する公害防止

等の法令に準拠して工事を行う。 

 

(3)  現場の厳重な警備の必要性 

本計画はほぼ市内中心部で実施される工事であり、工事に関わる要員の安全及び夜間資

材及び機材盗難防止を確実なものにする為に、ルサカ市役所による特別警備の提供を要請

する。 

 

(4)  現地慣習の尊重 

作業日数の算定等に際し、現地の宗教上及び現地慣習に沿った作業日を作成する。ザン

ビア国における国家休暇は以下の通りである。 
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― 休 日 ― 

 

日にち 休  日 

1月 1日 元旦 

3月 12日 青年の日 

3月 13日 (Day following Youth Day which falls on Sunday) 

4月 21日 Good Friday 

4月 22日 Holy Saturday 

4月 24日 Easter Monday 

5月 1日 Labour Day 

5月 25日 Africa Freedom Day 

7月 3日 Heroes Day 

7月 4日 Unity Day 

8月 7日 Farmers Day 

10月 24日 独立記念日 

12月 25日 クリスマス 

 

(5)  免税制度の活用 

1995年 7月より付加価値税（VAT）が導入されているが、援助プロジェクトの現地調達

物資については、契約した日本の建設業者が直接購入する場合には、国税局に申請すれば

VATは免除される事になっている。 

 

(6)  交通開放下での安全施工 

本計画の中で最も困難が予想される工事状況は、昼間の交通を開放しながら工事を遂行

することであり、交通安全さらに作業員及び歩行者の安全を十分確保することである。こ

のため施工期間中には交通警察及びルサカ市役所の協力は不可欠であり、警察からの専任

保安官を配備した施工計画を策定する必要がある。 

一方、上記に示された専任保安官とは別に請負業者は、工事区間には交通安全の為の専

任交通保安員を配備の上、工事を進める。 
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3-2-4-3 施工区分 

本事業を実施するに当たり、日本国政府及びザンビア共和国政府のそれぞれ負担事項の

概要については以下の通りである。 

(1) 日本側の施工負担範囲 

1) 施設の建設 

－ 「3-1プロジェクトの概要」、「3-2-2基本計画」（以下基本計画）で示された施設の

建設。 

－ 上記に関する排水施設の改善：既設排水系統への接続までを対象範囲とする。 

－ 上記に関する交通安全施設工事。 

－ 仮設施設等（キャンプヤード、事務所等）の設営。 

 

2) 資機材の調達 

－ 「3-2-2基本計画」で示された道路建設資材及び建設機械の調達。 

－ 日本および第 3国からの建設資機材の輸送。 

 

3) 安全対策 

－ 工事実施に係る安全管理及び対策。 

 

4) コンサルタント業務 

－ 入札･契約書の作成、「3-2-2基本計画」で示された工事の施工監理。 

 

(2) ザンビア共和国側施工負担範囲 

1) 公共施設の移設他 

－ 工事に支障となる電柱などの移設。 

－ 仮設施設ヤード（キャンプヤード、事務所等敷地）の無料提供。 

－ 「3-2-2基本計画」で示された施設の建設に必要な土取場、骨材砕石場などの提供。 

－ 監督要員の配置とその事務所、交通手段、経費の確保。 

2) 安全対策 

－ 仮設施設及び工事箇所周りの警備。 

3) その他 

－ 第 3国人の入国、滞在などに対しての便宜供与。 

－ ザンビア国政府が課す関税、国内税、その他財政上の課徴金等の免除または支払行

為。 

 

 

-93-



 

 

 

   

3-2-4-4 施工監理計画 

(1) コンサルタント業務 

1) 実施業務 

本事業が日本国政府およびザンビア国政府間で本計画の無償資金協力に係わる交換公

文（E/N）の締結された場合には、公文締結後コンサルタントは JICAより発給される推薦

状を基に日本の無償資金協力の範囲及び実施手順に従い、ザンビア国の実施機関である

MLGH、LCCとコンサルタントとの間で入札補助業務および施工監理に関わるコンサルタ

ント業務契約を結ぶ。コンサルタント契約に含まれる主な業務内容を以下に示す。 

 

i) 入札図書作成段階 

本事業化調査報告書の結果に従い、工事契約図書の作成を行い、MLGH及び LCCの

承認を得る。 

－ 設計図 

－ 数量計算及び積算レビュー 

－ 施工計画 

－ 入札図書 

 

ii) 工事入札段階 

MLGH及び LCCはコンサルタントの補佐の下、入札を実施する。 

コンサルタントは下記の役務に関しMLGHを補佐する。 

－ 入札公示 

－ 事前資格審査 

－ 入札説明会及び現場説明 

－ 入札評価 

－ 契約交渉 

 

iii) 施工監理段階 

日本国政府による工事契約の認証を受け、コンサルタントは工事業者に対し、工事着

工命令の発行を行い、施工監理業務に着手する。施工監理業務では工事進捗状況を

MLGH及び LCC、現地日本大使館等に直接報告すると共に施工業者には作業進捗、品

質、安全、支払いに関わる事務行為および技術的に工事に関する改善策、提案などの

業務を行う。また必要に応じ JICA、在ザンビア国日本大使館、ザンビア国政府と調整･

協議する。 
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2) 実施体制 

i) 入札図書作成および入札業務補助の実施体制 

コンサルタントによる入札補助業務は入札図書作成を含む。本プロジェクトは日本国

の無償資金協力によるものであることから入札業務では下記の事項に留意する。 

－ 規約書は国際基準に従うものとする。 

－ ザンビア国の工事仕様書を十分考慮する。 

－ 業務実施担当技術者は当基本設計に携わったものより人選する。 

 

入札図書作成業務要員および入札業務補助に係わる要員は基本設計に係わり設計内

容を熟知した要員計画とする。主要なスタッフの役割は分担は、次のようである。 

業務主任： 入札、建設工事監理全体に係る総括業務を行う。 

入札図書作成： 基本設計内容の基づき、工事発注図書の作成、工事発注時の取り纏

め、技術仕様書の作成、および入札行為補助業務。 

入札業務： 事前審査書類の作成および入札行為業務。 

 

ii) 施工監理の実施体制 

施工監理常駐監理者は無償資金協力の経験を有する道路技術者を派遣する。また業務

主任は各工事段階の筋目に派遣し業務調整作業等を行う。各工事段階で必要と考えら

れる技術者の役割を下記に示す。 

技術支援： 業務が円滑に遂行される為の調整業務及び技術的管理業務。 

常駐技術者： 日常管理業務及び工程管理業務。 

道路・材料技術者： 盛土材料、舗装用骨材、コンクリート用骨材の材料試験及びア

スファルトコンクリート、コンクリート等の品質・配合・強度

など道路舗装工事に関する監理・指導。 

構造技術者： ボックスカルバート、排水施設、付帯施設などの基本設計に対

し、発生し得る相違事項での対応。 

 

(2) 施設施工業務 

1) 仮設工事 

i) 仮設ヤード 

建設業者は、着工命令受領後直ちに建設機械、資材、要員の動員に着手する。それに

伴いキャンプヤード、事務所設営の為ルサカ市より無償で提供された、マンチッチ

（Manchichi）道路沿いのガーデン地区に仮設ヤードを確保し、事務所、資機材置き場

等の仮設施設を設営する。 

ii) 仮設電力及び排水 
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工事用電力は主に公共電力を利用し、非常時および不足電力に備えて発電機を併設す

る。飲料水は公共水道を使用し、工事用水は井戸を掘り使用する。 

 

2）本体工事 

本計画はルサカ市内のコンパウンドへの連絡道路の整備であり、対象改良道路はコ

ンパウンド住民の重要な生活道路の役割を担っている。本計画の内容は、以下に示す供

用中の道路改良施工である。 

- チタンダ道路 L=3.3km 

- カサングラ道路 L=5.3km 

- カレヤ・ウゴンベ道路 L=0.9km 

- バウレニ道路 L=1.1km 

上記対象道路計画は都市地域内の道路であり、住宅等の補償物件を最小とする条件

から、一部路線を除き道路敷幅に制約が設けられている。従って、工事に当たっては、

現況の安全な交通確保を最優先とし、工事中の全面的交通遮断は避けねばならない。即

ち、作業効率に主眼を置く工程計画よりも、上記に述べた事項および周辺住民に対して

十分な環境配慮を行いながら施工を進める。また、工事は昼間作業を原則とし、止む得

ない場合に限り、夜間作業とする。対象道路の工事は下記事項を基本として実施する。 

i) 2車線改良工事 

a) 片側車線（1車線）に現況交通を確保しながら、片側ずつ工事を行う。 

b) 現道改良が 1m程度の嵩上げの場合、用地制約に余裕がある場合、仮設道路を設

置する。 

c) また、用地制約上、仮設道路が設置不可能な場合、交差点単位に施工区間を分割

し、近くの現道を迂回路として利用する。 

ⅱ) 交差点改良 

a) 先ず主道路について片側車線（1車線または 2車線）に現況の交通を確保しなが

ら片側ずつ工事を進め、次に従道路の取付部の工事を進める。 

b) 交通混雑を避ける為、現道利用の迂回路を設け、近くの他交差点に交通を誘導し、

また、工事に対し極力交通障害を軽減して進める。 

 

一方、ルサカ市の気候は熱帯サバンナ気候で、4月から 10月までの乾期と 11月から

3月までの雨期に分類される。年間を通じて、風水害を発生させるような豪雨・強風は

なく、穏やかな気候の地域であり、雨期においても一日中雨が降ることはない。 

従って、雨期においては、掘削、盛土などの土工工事は極力避けねばならないが、排

水路等の構造物工事およびコンクリート二次製品の製作などは比較的影響が少ないと

判断される。以上より、乾期には土工を主体にした道路工事を進め、雨期には小構造
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物工事・製作を主体に実施する。 

 

3) 工事管理 

本計画は現地業者を活用する為、日本の建設業者による十分な品質管理および工程

管理が必要である。そこで本実施計画では、現地業者が担当する工事について中間検査

の頻度及び工程管理を密に行い、十分な品質を確保するものとする。なお、この作業を

遂行する為に、日本人の専任技術者を配置する。 

4) 工事中の交通管理 

整備対象路線は、コンパウンド住民の重要な生活路線であることから、完全通行止

めによる工事は困難である。よって、片側相互交通としながら施工する必要があるが、

そのためには施工業者による安全対策工の他、警察による専任保安官を配置するなど交

通警察の協力が必要となる。 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

 工事における品質管理は舗装・構造物の構造性、安全性、耐久性に大きな影響を与える

ため、工種ごとの各段階において適切な管理が重要となる。ザンビア国では、道路設計基

準として AASHTO を参考に独自のマニュアルが整備されている。品質管理についても同

様であるため管理基準、試験方法について準拠して実施する。 
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表-3.8  品質管理方法 
工事 対象項目 検査・管理試験等 検査、試験時期 

材料管理 盛土材料の土質試験 
・土粒子の比重/含水量/粒度/液性・塑性
限界/突固め/乾燥密度/CBR試験/ 

施工前 土工 
路体、路床 
 

日常管理 
 

盛土の施工試験 
・締め固め密度の管理(砂置換法等) 

施工直後 
施工箇所一層ごとに

一日一回 
材料管理 アスファルト混合物試験 

・マーシャル試験 
アスフアルト乳剤試験 
・一般物理試験(ミルシート) 
・比重 

施工前 舗装 
 
 

日常管理 
 

表層工 
・フィラーふるい分け試験 
・フィラー含水量試験 
・骨材ふるい分け試験 
・マーシャル試験 
・ホイールトラッキング試験 
・締固め試験 
・現場透水試験 
アスファルト乳剤散布 
・散布量検査 

施工時 
施工箇所一層ごとに

一日一回 

バッチャー

プラント 
計量機器、練り混ぜ性能 施工前 

材料 セメント、水 
・規格証明により検査 
細骨材、粗骨材試験 
・粒度/比重/吸水量/単位重量/耐水性アル
カリ骨材反応 

施工前及び材料変更

時 

コンクリー

ト基準試験 
試験練を実施し配合を決定する。 
・スランプ空気量温度試験体強度 

施工前 

コンクリート

工 

フレッシュコンクリート 
・空気量/スランプ/温度 

最初の五台、以降

50m3 毎、供試体作成
時 

コンクリート打設 
・打設方法締固め打継位置養生方法レイ

タンス処理 

打設時立会検査  

日常管理 
 

コンクリート供試体 
・供試体圧縮強度試験 
・コンクリート管理図作成 

一日一回供試体作成 
打設後７日及び 28日

材料 ミルシートにより確認。 
・品質/引張試験/曲げ試験 

施工前 鉄筋 

設置検査 
日常検査 

組上がったものに対し検査。 
・サイズ寸法配置ラップ長かぶり固定状

況無打継目処理状況 

コンクリート施工前 
打設範囲毎に全数検

査 
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表-3.9  出来形管理基準 

工事 工種 項目 基準値 備考 
計画高 +2cm～-5cm 20m間隔 路盤準備工 
幅員 設計値以上  
計画高 ±3cm  

土工 

路盤工 
20m以内の２点に
おける計画高から

のずれ差 

2cm以内  

仕上がり厚さ 設計値の 90%  
幅員 設計値以上  
幅員 設計値以上  
設計仕上り面から

のずれ 
±4mm  

任意の２点におけ

る設計仕上り面か

らのずれの差 

4mm以下  

平坦性 1.3mm以下  

舗装工 表層工 

すべり抵抗値 BPN60以上 200m間隔 
基礎工事 直接基礎 底面地盤高 設計高以下 4mメッシュ 

計画高 ±5cm  
厚さ ±75mm又は±3%  
平面位置 ±30mm  

コンクリート構

造物 
底版・側壁・ス

ラブ他 

断面寸法 -30mm～+10mm  
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3-2-4-6 資機材等調達計画 

ザンビア国は内陸国であり、輸出入物資の運搬はすべて、南アフリカのダーバン港か、タンザ

ニア国のダルエスサラーム港、又はモザンビーク国のベイラ港より運搬されており、ほとんどの

建設資材が南アフリカより輸入され、国内調達が可能である。従って、全ての建設材料は現地調

達とする。 

道路工事に係わる建設機材は、全てザンビア国内で調達可能である。建設機械に関しては、レ

ンタル会社がルサカ市内には数社存在し、稼動能力についても近年、信頼性が高くなっている。

一方、外国現地法人建設業者の所有する建設機械もあり、双方含めて調達検討対象とする。 

表-3.10  機資材の調達 

品目 
（現地） 
ザンビア 
共和国内調達

（第三国） 
南アフリカ 
共和国調達 

日本国調達 

セメント ○   
セメント用添加材 ○   
鉄筋（構造用） ○   
ストレートアスファルト ○   
アスファルト乳剤 ○   
粗骨材 ○   
細骨材 ○   
型枠用木材 ○   
木材 ○   
ガソリン ○   
軽油及び重油等 ○   
マーキング用ペイント ○   
ブルドーザー（12t～21t） ○   
バックホウ（0.35m3～1.0m3） ○   
トラクターショベル（1.0m3～3.2m3） ○   
ウィールローダー（1.0m3～2.1m3） ○   
ダンプトラック（2t～10t） ○   
トラッククレーン（4t～20t） ○   
トラック（2t～10t） ○   
トレーラー（20t） ○   
モーターブレーダー（3.1m） ○   
マカダムローラー（10t～20t） ○   
タイヤローラー（8t～20t） ○   
振動ローラー（0.5t～4t） ○   
アスファルトフィッシャー（2.4m～5.0m） ○   
乳剤散布車（200 l） ○   
散水車（5.5kl～6.5kl） ○   
タンク車（6m3） ○   
コンクリートミキサー（0.4m3～6.0m3） ○   
ランマー/タンパー（60kg～100kg） ○   
ラインマーカー（10cm～15cm） ○   
アスファルトプラント（40t/hr） ○   
コンプレッサー（1.7m3/min～35m3/min） ○   
発電機（15kVA～200kVA） ○   
建設資機材計 100％   
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3-2-4-7 実施工程 

コンサルタント業務（入札補助業務および施工監理業務）及び本体工事に関わる交換公文

（E/N）締結後、直ちにコンサルタントは MLGH との間でコンサルタント業務に関わる契約

を締結し、本事業を無償資金協力事業として公式に着手する。コンサルタントはザンビア共

和国の行う入札業務の補助作業として、建設業者の資格審査、入札、業者選定、施工契約等

の入札に関わる一連の業務を補助する。その後施工請負業者はザンビア国政府と施工契約を

取り交わし、日本国政府に施工内容の承諾を得た後、施工請負業者はコンサルタントより発

給される着工命令を受け施工に着手する。 

すなわち、無償資金協力の制度により実施される場合、図-3.1に示す手順で本計画は実施さ

れる。 

 

 

Tendering & 
Evaluation 

 
E/N 

Banking 
Arrangement

Consultant 
Contract 

Preparation of 
Tender 

Documents 

Construction 
Contract 

Construction 

Operation 

 
Verification 

 

Approval by 
Recipient 

Government 

 
Verification 

 

Completion
Certificate 

by Recipient 
Government

Post-Evaluation
Study 

 
A/P 

Issuance 
of A/P 

Preparation 
for 

Tendering 

 
A/P 

E/Nの交換 

銀行口座の開始 

コンサルタント契約 

入札図書作成 

入札 

工事契約 

工事 

引き渡し 

Note (1)E/N ：Exchange of Note 
     (2)A/P ：Authorization to pay

 
図-3.1   無償資金協力による計画の実施手順 
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「3-2-1 設計方針 (10) 工期に対する方針」に従い、さらに対象道路の緊急性、事業規模と

内容、建設事業費用、並びに予定された無償資金援助の実施等を加えた結果、本計画全体を

下記に示すように設定し、本事業計画を進める。 

工事規模： チタンダ道路の修復、改良（延長 3.32km） 

 カサングラ道路の修復、改良（延長 5.26km） 

        カレヤ－ンゴンベ道路の修復、改良（延長 0.88km） 

        バウレニ道路の修復、改良（延長 1.08km） 

工事期間： 11.5ヶ月 

 

この結果、本建設の事業期間は表-3.11「ルサカ市内道路の道路改良計画実施工程表」に示

す通りであり、施工期間は 11.5ヶ月が必要となる。 

 

表-3.11 ルサカ市内道路の道路改良計画実施工程表 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12  

国内業務              

入札業務                     (計 4.5ヶ月) 

                           

準備工                          

土工事                    

舗装工事                  

排水工事                      

構造物工事                      

雑工事                   

仕上げ工事                       (計 11.5ヶ月)
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3-3 相手国側分担事業の概要 

本計画の実施にあたって、ザンビア国政府側が負担すべき事項は以下の通りである。 

－ 計画の実施に必要なデータ、情報の提供。 

－ 道路用地の確保。 

－ 道路工事に支障する電柱の移設、撤去。 

－ 認証された契約に基づき調達される資機材、および日本国民に課せられる関税、内国税

及びその他の財政課徴金の免除。 

－ 認証された契約に基づいて供与される役務について、その作業の遂行の為に入国及び滞

在に係る便宜供与。 

－ 日本国内の外国為替公認銀行に勘定を開設。 

－ 支払授権書の発行。 

－ 計画の実施に必要な許認可の取得。 

－ 日本側の施工負担区分以外の行為に係る費用の負担。 

－ 工事中の交通安全対策の為、ルサカ警察からの専任保安官の就任。 

－ 仮設施設ヤード（キャンプヤード、事務所等敷地）の無料提供。 

 

表-3.12   移設費用算定表 
移設項目 単位 数量 費用（千クワチャ） 
電柱 本 2 2,000 
電線 m 100 200 

    
合計   2,200 

 

3-4  プロジェクトの運営・維持管理計画 

 本プロジェクト完成後に必要となる維持管理は、舗装パッチングや道路・排水施設の清掃

等通常のメンテナンス作業であり、1 年間に必要とされる道路維持管理に係わる数量及び費

用は、以下の通りである。これらの内容は、現在直営により行われており、追加的費用は不

要である。民間に発注した場合でも、年間費用は、68.0百万クワチャ（約 136万円）であり、

LCC技術局予算 8,969百万クワチャ（約 3億 6000万円）の約 0.75％であるため負担可能であ

る 
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3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に必要となる概算事業費総額は、7.06

億円（日本側負担額は約 7.06億円、ザンビア側負担額は約 44万円）となり、先に述べた日

本とザンビア国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記に示す積算条件によれば、

次のとおりと見積もられる。なお、本金額は E/N上の供与限度額を示すものではない。 

(1) 日本側負担経費 

概算事業費              約 706百万円 

第 3次ルサカ市道路網整備   延長約 10.5km 

費   目 概算事業費(百万円) 

 土工事 掘削工・盛土工・法面工 61  

 舗装工事 路盤工・舗装工 360  

施設 排水工事 台形側溝・U字溝・集水枡 189 637 

 構造物工事 ボックスカルバート 6  

 道路付帯工事 区画線・標識・ハンプ 21  

実施設計・施工監理 69 

 

(2) ザンビア国側負担経費 220万クワチャ（44万円） 

カサングラ道路の電柱移設分のみが負担事項となる。 

電柱・電線の移設費 220万クワチャ（44万円） 

本プロジェクト実施にあたり、必要となるザンビア国側負担事項に係わる費用は、220

万クワチャ（約 44万円）であり、軽微であるため問題はないと判断される。 

(3) 積算条件 

 (i) 積算時点  平成 16年 9月 

(ii) 為替交換レート  １US$＝110.76円 

    １Zmk＝0.02円 

(iii) 施工期間   11.5ヶ月  

(iv) その他 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施さ

れるものとする。 
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3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクト完成後に必要とされる道路維持管理に係わる数量及び費用は、以下の通りで

ある。 

表-3.13 プロジェクト完了後の維持管理数量と費用/年 

維持管理内容 数量 維持管理費用 

道路清掃 109,600m2 23.2百万クワチャ（46万円） 

排水清掃 10.5km 44.8百万クワチャ（90万円） 

 合計 68.0百万クワチャ（136万円） 

 

 

3-6 協力対象事業に当たっての留意事項 

本プロジェクトの事業化、またその完成後の維持管理体制は、下記の観点から特に問題はな

いと判断される。 

1) LCCは現在実施されている民間委託「3ヵ年維持管理プログラム」の中へ本対象道路

を組み入れて、今後の道路機能維持を行なうこととしている。 

2) 現組織体制（要員、機材）にて小規模な緊急修復や民間委託を待たずに行なうべき簡

易な排水施設清掃等は対応可能である。 
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 
 

4-1 プロジェクトの効果 

1) 直接効果 

本計画実施と、その後のザンビア政府によるメンテナンスの実施により、以下の直接効

果が期待出来る。 

 

・民生用道路の改善による通勤・通学の改善 

整備対象路線は、市内幹線道路と未計画居住区（コンパウンド）を連絡する道路であり、

コンパウンド住民の生活に重要なバス路線となっている。しかし、舗装破損や排水不良に

より通勤・通学のためのバス通行が困難であり、特に雨期には路面の泥濘化により通行不

能となっている。（2003年の実績：22.7%の83日が降雨日で通行不能となった） 

本件実施によって 2車線の舗装道路、バス停・ターミナルおよび歩行者用の路肩が完成

することで、バスルートが改善され、コンパウンド住民のバスによる通勤・通学速度が、

現状の約20km/h以下から約40km/h以上へ大幅に改善される。また、通年で83日あった通

行不能日が解消され、雨期にも安定した通勤・通学が確保される。特に、道路破損の著し

いカサングラ道路は、現在、バス路線が停止されているが、道路完成後はバス路線の再導

入により、大幅な公共交通サービスの改善が期待される。 

 

2) 間接効果 

・貧困地区の生活環境の改善 

整備対象道路の沿道地域は、道路の破損や雨期の通行困難によって、緊急自動車のサー

ビスが困難な地域となっている。本件実施により、2 車線の舗装道路が整備され、市内に

ある 2ヶ所の消防署や各地の警察署からの緊急自動車のサービス可能圏域に含まれること

になる。また、未計画居住区（コンパウンド）の住民がバスを利用することによって、市

内に33箇所ある病院やクリニック、更には学校等の社会サービス施設への接近性が向上す

るという、生活環境の改善が期待される。更に本件実施により、地区の排水路が整備され、

マラリアなどの伝染病の発生抑制に寄与することも期待される。 

・交通安全意識の向上 

整備対象道路は、車道幅員が狭小なうえに舗装破損が著しいため、走行車両だけでなく

歩行者の安全性が確保されていない状況である。これを 2車線道路として整備し、歩行者

のための路肩、交差点改良や歩行者横断歩道、学校・教会付近における速度抑止のための

ハンプや標識、サイン等を設置することにより、走行車両及び歩行者の交通安全の意識向

上に寄与するものと期待される。 
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4-2 課題・提言 

本計画の効果が発現し、持続するために、ザンビア国側が取り組むべき課題として最も

重要な課題は、施設供用後に実施される道路維持管理事業を充実させることである。 特

に、側溝の清掃や、ポットホールのパッチング等の、定期的なルーチンメンテナンスの実

施が重要である。LCC は、本件の第一次ルサカ市道路網整備計画、第二次ルサカ市道路

網整備計画において完成した道路の民間委託による維持管理を実施しており、本件引渡し

後においても、同様の維持管理を着実に行うよう提言する。 

また、民営化による道路維持管理を着実に実施するためには、ROADSIPのなかで、定

期的な維持管理の予算措置を継続させる必要がある。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは、コンパウンドにおけるコレクター道路の改良であり、以下の諸点か

ら、我が国の無償資金協力事業による実施が妥当であると結論付けられる。 

・ プロジェクトの直接的な裨益対象が、都市における貧困層で、しかもその人口は約

20万人にも上っている。 

・ 本プロジェクトの上位目標が、市内の貧困居住区における生活が改善され、格差が

是正されることであることから、無償資金協力案件として緊急的に整備することが

求められている。 

・ ルサカ市は、現在整備された道路のルーチンメンテナンスを、民間委託によって進

めており、本件実施後も、継続的に維持管理が実施されることを明言している。 

・ 貧困層への格差是正を目的とした本件は、ROADSIP の目標と合致しているほか、

PRSPとも整合している。 

・ 本プロジェクトは、貧困層の居住地における既設道路の整備計画であり、合わせて

排水施設や歩行者用の路肩の整備、交通安全施設の整備を行うため、劣悪な居住環

境の改善に寄与する計画である。 

・ 本プロジェクトの実施に伴なう住民移転や土地収用は行わない方針であるほか、本

調査時に沿線住民から実施に対する合意を得ており、さらに本件実施に伴なう環境

影響に関しては、先方の環境庁からの了解も得ているところから、適切な環境社会

配慮がなされている。 
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4-4 結 論 

 本プロジェクトは、前述するように多大な効果が期待できることから、我が国の無償資

金協力を実施することの意義は大きいと判断する。さらに、本計画の運営・維持管理につ

いても、ザンビア国側実施体制は人員、資金ともに大きな問題はないと考えられる。但し、

本プロジェクトをより円滑かつ効率的に実施するため、以下の点に留意することが重要で

ある。  

① 現在、対象道路の一部（ンゴンベ地区）において我が国技術協力による保健医療プロ

ジェクトが実施されており、地区環境改善のための排水路整備を、本計画と連携して

進める計画である。さらにンゴンベ地区では我が国による水道整備の無償資金協力計

画が2005年より工事着手の予定である。従って、カレア－ンゴンベ道路の実施に当

たっては、保健医療プロジェクトや無償資金協力案件の水道管やバルブの埋設位置を

現場で再確認し、支障の無いよう調整する必要がある。 

② 本件の実施後は、ザンビア側による道路維持管理の実施が、本件の効果を持続させる

ために重要である。特に排水路の日常的な清掃及び住民による排水溝へのゴミの投棄

防止のための広報が、LCCによって行われる必要がある。 

③ 本件実施の円滑な実施のためには、工事開始前までに工事に支障となる公共施設（電

柱）の移設や、道路用地内の生活廃棄物（ゴミ）の撤去、更には工事中の地区住民へ

の工事への協力依頼がザンビア側で実施される必要がある。 
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